
(57)【要約】

　【課題】　入力された言葉（文字列）、又は文を画像

や音声等のマルチメディア情報に変換して出力する情報

変換装置において、マルチメディア素材のデータ量を抑

えつつ、画像や音声による表現力を高める。

　【解決手段】　まず、入力文字列から名詞と修飾句を

抽出し、名詞に対応する概念と修飾句に対応する概念を

特定する。２つの概念が組み合わせ可能であれば、名詞

に対応する説明用素材データを選択し、そのデータを、

修飾句に対応する素材加工方法で加工することにより、

出力用データを生成する。文が入力された場合には、構

文解析を行うことにより、文を構成する要素の概念を特

定する。

【選択図】　図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 文 字 列 を 入 力 す る た め の 入 力 部 、
　 前 記 文 字 列 に 対 し て 形 態 素 解 析 を 行 い 、 該 文 字 列 か ら 名 詞 及 び 該 名 詞 を 修 飾 す る 修 飾 句
を 抽 出 す る 形 態 素 解 析 部 、
　 前 記 名 詞 に 対 応 す る 概 念 及 び 前 記 修 飾 句 に 対 応 す る 概 念 を そ れ ぞ れ 特 定 し 、 こ れ ら ２ つ
の 概 念 の 組 み 合 わ せ の 可 否 を 判 定 す る 概 念 解 析 部 、 及 び 、
　 前 記 名 詞 に 対 応 す る 概 念 と 前 記 修 飾 句 に 対 応 す る 概 念 と の 組 み 合 わ せ が 可 能 で あ る 場 合
に 、 前 記 名 詞 に 対 応 す る 説 明 用 素 材 デ ー タ を 選 択 す る 素 材 選 択 部 、 及 び 、
　 前 記 素 材 選 択 部 に よ り 選 択 さ れ た 説 明 用 素 材 デ ー タ を 、 前 記 修 飾 句 に 対 応 す る 素 材 加 工
方 法 で 加 工 す る こ と に よ り 出 力 用 デ ー タ を 生 成 す る デ ー タ 加 工 部
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 情 報 変 換 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 文 を 入 力 す る た め の 入 力 部 、
　 前 記 文 に 対 し て 形 態 素 解 析 を 行 い 、 該 文 を 構 成 す る 各 形 態 素 を 抽 出 す る 形 態 素 解 析 部 、
　 前 形 態 素 解 析 に 基 づ き 構 文 解 析 を 行 い 、 該 文 か ら 主 語 、 述 語 、 及 び 述 語 に 係 る 複 数 の 形
態 素 で あ る 述 語 修 飾 語 を 特 定 す る 構 文 解 析 部 、
　 前 記 主 語 、 述 語 、 及 び 各 述 語 修 飾 語 に 対 応 す る 概 念 を そ れ ぞ れ 特 定 し 、 こ れ ら の 概 念 の
組 み 合 わ せ の 可 否 を 判 定 す る 概 念 解 析 部 、 及 び 、
　 前 記 各 概 念 の 組 み 合 わ せ が 可 能 で あ る 場 合 に 、 前 記 主 語 及 び 前 記 述 語 修 飾 語 の う ち 名 詞
で あ る 述 語 修 飾 名 詞 に 対 応 す る 説 明 用 素 材 デ ー タ を 選 択 す る 素 材 選 択 部 、 及 び 、
　 前 記 素 材 選 択 部 に よ り 選 択 さ れ た 説 明 用 素 材 デ ー タ を 、 前 記 述 語 に 対 応 す る 素 材 加 工 方
法 で 加 工 す る こ と に よ り 出 力 用 デ ー タ を 生 成 す る デ ー タ 加 工 部
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 情 報 変 換 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 デ ー タ 加 工 部 は 、 前 記 修 飾 句 が 、 量 的 比 較 が 可 能 な 概 念 に 属 す る 場 合 は 、 そ の 概 念
に 相 当 す る 表 現 要 素 の み 異 な る ２ 種 類 の 出 力 用 デ ー タ を 生 成 し 、 そ れ ら を 相 互 に 比 較 可 能
な 形 態 で 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 情 報 変 換 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 説 明 用 素 材 デ ー タ は 、 静 止 画 像 、 動 画 、 音 声 又 は そ れ ら を 組 合 せ た も の の デ ー タ で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 情 報 変 換 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 コ ン ピ ュ ー タ を 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 情 報 変 換 装 置 と し て 動 作 さ せ る こ と を
特 徴 と す る 情 報 変 換 プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 入 力 さ れ た 言 葉 （ 文 字 列 ） を 画 像 や 音 声 等 の マ ル チ メ デ ィ ア 情 報 に 変 換 し て
出 力 す る 装 置 に 関 す る 。 こ の よ う な 装 置 を 本 明 細 書 で は 情 報 変 換 装 置 と 呼 ぶ 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 上 記 の よ う な 情 報 変 換 装 置 の 一 例 と し て 特 許 文 献 １ に 記 載 の 情 報 処 理 装 置 が あ る 。 こ の
情 報 処 理 装 置 は 、 入 力 さ れ た 言 葉 を 、 そ れ に 対 応 す る 文 字 列 に 変 換 す る だ け で な く 、 そ の
言 葉 に 関 連 す る 画 像 や 音 声 に 変 換 す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 「 ね こ 」 と 入 力 し て 所 定 の
操 作 を 実 行 す る と 、 「 猫 」 と い う 漢 字 を 表 示 す る だ け で な く 、 猫 の 画 像 を 表 示 し た り 、 猫
の 鳴 き 声 を 再 生 し た り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 情 報 処 理 装 置 で は 、 各 言 葉 に 対 し て 予 め 画 像 フ ァ イ ル や 音 声 フ ァ イ ル を 用 意 し て お
か な け れ ば な ら な い 。 例 え ば 、 「 白 い 猫 」 と 「 黒 い 猫 」 を そ れ ぞ れ 画 像 で 示 し た い 場 合 、
白 い 猫 の 画 像 と 黒 い 猫 の 画 像 を 別 個 に 用 意 し 、 そ れ ら の 画 像 を 「 白 い 猫 」 及 び 「 黒 い 猫 」
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と い う 言 葉 に そ れ ぞ れ 関 連 づ け て お く 必 要 が あ る 。 こ の よ う に 、 上 記 情 報 処 理 装 置 で は 、
画 像 や 音 声 と い っ た 素 材 の デ ー タ 量 が 膨 大 に な り 、 そ れ を 保 存 す る に は 大 容 量 の 記 憶 装 置
が 必 要 と な る 。 逆 に 、 上 記 情 報 処 理 装 置 を デ ー タ 記 憶 容 量 の 小 さ い ハ ー ド ウ ェ ア （ 例 ： 携
帯 電 話 、 Ｐ Ｄ Ａ ） に 応 用 し よ う と す る と 、 素 材 の 数 を 少 な く せ ざ る を 得 な い た め 、 画 像 や
音 声 に よ る 表 現 力 が 乏 し く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 06-290222
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 成 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 入 力 さ れ た 言 葉
（ 文 字 列 ） 又 は 文 を 画 像 や 音 声 等 の マ ル チ メ デ ィ ア 情 報 に 変 換 し て 出 力 す る 情 報 変 換 装 置
に お い て 、 マ ル チ メ デ ィ ア 素 材 の デ ー タ 量 を 抑 え つ つ 、 画 像 や 音 声 に よ る 表 現 力 を 高 め る
こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 成 さ れ た 本 発 明 に 係 る 情 報 変 換 装 置 は 、
　 文 字 列 を 入 力 す る た め の 入 力 部 、
　 前 記 文 字 列 に 対 し て 形 態 素 解 析 を 行 い 、 該 文 字 列 か ら 名 詞 及 び 該 名 詞 を 修 飾 す る 修 飾 句
を 抽 出 す る 形 態 素 解 析 部 、
　 前 記 名 詞 に 対 応 す る 概 念 及 び 前 記 修 飾 句 に 対 応 す る 概 念 を そ れ ぞ れ 特 定 し 、 こ れ ら ２ つ
の 概 念 の 組 み 合 わ せ の 可 否 を 判 定 す る 概 念 解 析 部 、 及 び 、
　 前 記 名 詞 に 対 応 す る 概 念 と 前 記 修 飾 句 に 対 応 す る 概 念 と の 組 み 合 わ せ が 可 能 で あ る 場 合
に 、 前 記 名 詞 に 対 応 す る 説 明 用 素 材 デ ー タ を 選 択 す る 素 材 選 択 部 、 及 び 、
　 前 記 素 材 選 択 部 に よ り 選 択 さ れ た 説 明 用 素 材 デ ー タ を 、 前 記 修 飾 句 に 対 応 す る 素 材 加 工
方 法 で 加 工 す る こ と に よ り 出 力 用 デ ー タ を 生 成 す る デ ー タ 加 工 部
を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 情 報 変 換 プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ を 上 記 情 報 変 換 装 置 と し て 動
作 さ せ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 情 報 変 換 装 置 の 各 構 成 要 素 に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 入 力 部 は 、 ユ ー ザ が 情 報 変 換 装 置 に 文 字 列 又 は 文 を 入 力 す る た め の も の で あ り 、 キ ー ボ
ー ド 、 マ ウ ス 、 手 書 き 入 力 用 タ ブ レ ッ ト 等 の 既 存 の 入 力 装 置 を 利 用 し て 構 成 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 形 態 素 解 析 部 は 、 入 力 部 を 通 じ て 入 力 さ れ た 文 字 列 又 は 文 を 所 定 の 規 則 に 従 っ て 形 態 素
に 分 割 し 、 そ の 中 か ら 、 文 字 列 や 文 を 構 成 す る 形 態 素 （ 名 詞 、 形 容 詞 、 形 容 動 詞 、 動 詞 等
） を 抽 出 す る 。 こ の よ う な 処 理 は 、 例 え ば 、 奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 が 開 発 し た 「 茶
筌 」 の よ う な 既 存 の 形 態 素 解 析 シ ス テ ム を 利 用 し て 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 構 文 解 析 部 は 、 本 発 明 に 係 る 情 報 変 換 装 置 に よ っ て 文 を 解 析 す る 場 合 の デ ー タ 処 理 部 の
構 成 要 素 で あ る 。 こ の 構 文 解 析 部 は 、 入 力 部 を 通 じ て 入 力 さ れ た 文 を 前 記 形 態 素 解 析 部 に
よ っ て 形 態 素 に 分 割 し た 後 、 文 の 構 造 を 解 析 し 、 主 語 、 述 語 及 び 各 述 語 修 飾 語 を 特 定 す る
。 述 語 修 飾 語 と は 、 述 語 に 係 る 形 態 素 各 々 の こ と で あ り 、 各 形 態 素 の 品 詞 に 対 応 し て 述 語
修 飾 名 詞 、 述 語 修 飾 助 詞 、 述 語 修 飾 副 詞 等 が 含 ま れ る 。 ま た 、 本 明 細 書 で は 、 述 語 及 び 述
語 修 飾 語 か ら な る 部 分 を 述 語 部 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 概 念 解 析 部 は 、 形 態 素 解 析 部 に よ り 抽 出 さ れ た 名 詞 及 び 修 飾 句 、 又 は 構 文 解 析 部 に よ り
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特 定 さ れ た 主 語 、 述 語 、 及 び 各 述 語 修 飾 語 が そ れ ぞ れ ど の よ う な 概 念 に 該 当 す る か を 調 べ
、 前 記 名 詞 に 対 応 す る 概 念 と 前 記 修 飾 句 に 対 応 す る 概 念 と が 組 み 合 わ せ 可 能 で あ る か 否 か
、 又 は 、 前 記 主 語 、 述 語 、 及 び 各 述 語 修 飾 語 間 の 概 念 が 組 み 合 わ せ 可 能 で あ る か 否 か を 判
定 す る 。 こ の よ う な 処 理 は 、 例 え ば 、 様 々 な 名 詞 や 修 飾 句 、 又 は 、 各 形 態 素 が ど の よ う な
概 念 に 該 当 す る か を 定 義 し た 概 念 辞 書 と 、 概 念 辞 書 に 登 録 さ れ た 概 念 間 の 組 み 合 わ せ の 可
否 を 定 義 し た 組 み 合 わ せ 辞 書 と を 利 用 し て 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 素 材 選 択 部 は 、 形 態 素 解 析 部 又 は 構 文 解 析 部 に よ り 抽 出 さ れ た 名 詞 に 対 応 す る 説 明 用 素
材 デ ー タ を 選 択 す る 。 説 明 用 素 材 と は 、 例 え ば 、 そ の 名 詞 の 意 味 を 視 覚 的 及 び ／ 又 は 聴 覚
的 に 説 明 す る た め の 静 止 画 像 （ 以 下 、 単 に 画 像 と 呼 ぶ ） 、 動 画 、 音 声 等 の こ と で あ る 。 説
明 用 素 材 デ ー タ の 選 択 は 、 例 え ば 、 各 名 詞 を そ の 名 詞 に 関 す る 情 報 を 含 む 説 明 用 素 材 デ ー
タ と 関 連 づ け て 保 存 し た 素 材 辞 書 を 利 用 し て 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 デ ー タ 加 工 部 は 、 素 材 選 択 部 に よ り 選 択 さ れ た 説 明 用 素 材 デ ー タ を 、 形 態 素 解 析 部 に よ
り 抽 出 さ れ た 修 飾 句 又 は 構 文 解 析 部 に よ り 特 定 さ れ た 述 語 に 対 応 す る 素 材 加 工 方 法 で 加 工
す る こ と に よ り 、 出 力 用 デ ー タ を 生 成 す る 。 こ の 処 理 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 情 報 変 換 装 置 の 作 用 に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。 ま ず 、 修 飾 句 及 び 名 詞 か ら
な る 文 字 列 が 入 力 さ れ た 場 合 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま ず 、 ユ ー ザ が 入 力 部 を 通 じ て 任 意 の 文 字 列 を 入 力 す る 。 こ こ で は 例 と し て 「 高 い ビ ル
」 と い う 文 字 列 が 入 力 さ れ た も の と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 文 字 列 が 入 力 さ れ る と 、 形 態 素 解 析 部 が そ の 文 字 列 か ら 、 名 詞 と 、 そ の 名 詞 を 修 飾 す る
修 飾 句 を 抽 出 す る 。 い ま の 例 で は 、 「 高 い 」 と い う 修 飾 句 と 「 ビ ル 」 と い う 名 詞 が 抽 出 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 名 詞 と 修 飾 句 が 抽 出 さ れ る と 、 概 念 解 析 部 が 、 前 記 名 詞 に 対 応 す る 概 念 及 び 前 記 修 飾 句
に 対 応 す る 概 念 を そ れ ぞ れ 特 定 す る 。 こ こ で は 例 と し て 、 「 ビ ル 」 と い う 名 詞 が 「 建 物 」
と い う 概 念 に 該 当 し 、 「 高 い 」 と い う 修 飾 句 が 「 高 低 」 と い う 概 念 に 該 当 す る こ と が 、 概
念 辞 書 で 定 義 さ れ て い る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 名 詞 及 び 修 飾 句 の 概 念 を 特 定 し た 後 、 概 念 解 析 部 は 、 ２ つ の 概 念 の 組 み 合 わ せ が 可 能 で
あ る か 否 か を 判 定 す る 。 例 え ば 、 「 建 物 」 と 「 高 低 」 の 組 み 合 わ せ に つ い て 考 え る と 、 「
高 い 建 物 」 や 「 低 い 建 物 」 と い う 表 現 は 論 理 的 に 問 題 な く 成 立 す る 。 従 っ て 、 「 建 物 」 と
「 高 低 」 の 組 み 合 わ せ は 可 能 で あ る と 判 定 さ れ る 。 こ れ に 対 し 、 「 丸 い 」 と 「 三 角 形 」 の
組 み 合 わ せ を 考 え る と 、 「 丸 い 三 角 形 」 と い う も の は 論 理 的 に 存 在 し 得 な い と 考 え る の が
普 通 で あ る 。 従 っ て 、 「 丸 い 」 と 「 三 角 形 」 の 組 み 合 わ せ は 不 可 能 で あ る と 判 定 さ れ る 。
こ の よ う な 判 定 は 、 例 え ば 、 多 数 の 名 詞 と 多 数 の 修 飾 句 の 組 み 合 わ せ の 可 否 を マ ト リ ッ ク
ス 形 式 で 定 義 し た 組 み 合 わ せ 辞 書 を 利 用 し て 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ２ つ の 概 念 の 組 み 合 わ せ が 可 能 で あ る と 判 断 さ れ る と 、 素 材 選 択 部 及 び デ ー タ 加 工 部 が
以 下 の よ う な 手 順 で 出 力 用 デ ー タ を 生 成 す る 。
（ １ ） 素 材 選 択 部 が 、 先 に 抽 出 さ れ た 名 詞 に 対 応 す る 説 明 用 素 材 デ ー タ を 選 択 す る 。 こ こ
で は 、 素 材 辞 書 に よ り 、 「 ビ ル 」 と い う 名 詞 に 対 し て 、 ビ ル が 写 っ た 画 像 が 関 連 づ け ら れ
て い る も の と す る 。
（ ２ ） デ ー タ 加 工 部 が 、 先 に 抽 出 さ れ た 修 飾 句 に 対 応 す る 素 材 加 工 方 法 を 選 択 す る 。 こ こ
で は 、 辞 書 に よ り 、 「 高 い 」 と い う 修 飾 句 に 対 し て 、 「 対 象 物 が 写 っ た 画 像 の 縦 サ イ ズ を
大 き く す る こ と に よ り 、 背 の 高 い 対 象 物 の 画 像 を 生 成 す る 」 と い う 方 法 が 関 連 づ け ら れ て
い る も の と す る 。 こ の よ う な 辞 書 を 本 明 細 書 で は 生 成 辞 書 と 呼 ぶ 。
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（ ３ ） デ ー タ 加 工 部 が 、 手 順 １ で 選 択 し た 説 明 用 素 材 デ ー タ （ ビ ル の 画 像 ） に 対 し て 手 順
２ で 選 択 し た 素 材 加 工 方 法 を 適 用 す る こ と に よ り 、 出 力 用 デ ー タ （ 「 高 い ビ ル 」 の 画 像 ）
を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 の よ う に し て 生 成 さ れ た 出 力 用 デ ー タ が 、 そ の デ ー タ の 形 式 に 対 応 す る 出 力 デ バ イ
ス を 通 じ て 出 力 さ れ る 。 例 え ば 、 出 力 用 デ ー タ が 画 像 や 動 画 で あ れ ば そ れ が 画 面 に 表 示 さ
れ る 。 ま た 、 出 力 用 デ ー タ が 音 声 で あ れ ば 、 そ れ が ス ピ ー カ を 通 じ て 再 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 高 い ビ ル の 画 像 を 画 面 に 表 示 し て も 、 見 る 者 に よ っ て は 、 そ の 画 像 が ビ ル の 高 さ に 注 目
し た 画 像 で あ る こ と を 直 ち に 理 解 す る こ と が で き な い こ と も あ り う る 。 こ の 問 題 に 対 す る
解 決 策 の 一 つ と し て 、 高 い ビ ル の 画 像 と 低 い ビ ル の 画 像 を 同 時 に 表 示 し 、 高 い ビ ル の 画 像
を 目 的 の 画 像 と し て 矢 印 等 で 指 示 す る こ と が 考 え ら れ る 。 こ の よ う な 方 法 は 、 「 高 低 」 だ
け で な く 、 「 大 小 」 、 「 長 短 」 あ る い は 「 多 少 」 の よ う に 、 量 的 比 較 が 可 能 な 概 念 に 対 し
て 有 効 で あ る と 考 え ら れ る 。 こ の よ う に 、 修 飾 句 が 、 量 的 比 較 が 可 能 な 概 念 に 属 す る 場 合
は 、 そ の 概 念 に 相 当 す る 表 現 要 素 の み 異 な る ２ 種 類 の 出 力 用 デ ー タ を 生 成 し 、 そ れ ら を 相
互 に 比 較 可 能 な 形 態 で 出 力 す る こ と に よ り 、 出 力 用 デ ー タ の 意 味 を よ り 明 確 に 表 現 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 情 報 変 換 装 置 の 他 の 例 に お い て 、 主 語 及 び 述 語 部 を 有 す る 文 が 入 力
さ れ た 場 合 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま ず 、 ユ ー ザ が 入 力 部 を 通 じ て 任 意 の 文 を 入 力 す る 。 こ こ で は 例 と し て 「 私 は 学 校 へ 行
く 。 」 と い う 文 が 入 力 さ れ た も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 文 が 入 力 さ れ る と 、 形 態 素 解 析 部 が こ の 文 を 構 成 す る 各 形 態 素 を 抽 出 す る 。 こ の 例 で は
「 私 」 （ 名 詞 ） 「 は 」 （ 助 詞 ） 「 学 校 」 （ 名 詞 ） 「 へ 」 （ 助 詞 ） 「 行 く 」 （ 動 詞 ） の よ う
に 、 各 形 態 素 が 抽 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 形 態 素 解 析 に 基 づ き 、 構 文 解 析 部 が 、 主 語 、 述 語 及 び 述 語 修 飾 語 を 特 定 す る 。 い ま
の 例 で は 、 「 私 」 と い う 名 詞 が 主 語 で あ り 、 「 行 く 」 が 述 語 、 「 学 校 」 が 述 語 修 飾 名 詞 、
「 へ 」 が 述 語 修 飾 助 詞 で あ る と 特 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 主 語 、 述 語 及 び 述 語 修 飾 語 が 特 定 さ れ る と 、 概 念 解 析 部 が 、 こ れ ら の 各 語 に 対 応 す る 概
念 を そ れ ぞ れ 特 定 す る 。 こ こ で は 例 と し て 、 「 私 」 と い う 名 詞 が 「 人 物 」 と い う 概 念 に 相
当 し 、 「 学 校 」 と い う 名 詞 が 「 場 所 」 と い う 概 念 に 、 「 へ 」 と い う 助 詞 が 「 方 向 」 と い う
概 念 に 、 「 行 く 」 と い う 動 詞 が 「 移 動 」 と い う 概 念 に 相 当 す る こ と が 、 概 念 辞 書 で 定 義 さ
れ て い る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 主 語 及 び 述 語 部 の 各 形 態 素 の 概 念 を 特 定 し た 後 、 概 念 解 析 部 は 、 こ れ ら の 概 念 の 組 合 せ
が 可 能 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 こ れ は 、 上 述 し た 文 字 列 に お け る 場 合 と 同 様 に 、 名 詞 ・
形 容 詞 ・ 動 詞 ・ 助 詞 等 の 文 の 各 形 態 素 の 概 念 の 組 み 合 わ せ の 可 否 を マ ト リ ッ ク ス 形 式 で 定
義 し た 組 み 合 わ せ 辞 書 を 利 用 し て 実 行 す る こ と が で き る 。 こ の 判 定 を 行 う 方 法 の 一 例 と し
て 、 ま ず 述 語 部 に お け る 概 念 の 組 み 合 わ せ が 可 能 で あ る か 否 か の 判 定 を 行 い 、 次 に 主 語 と
述 語 の 概 念 の 組 み 合 わ せ が 可 能 で あ る か 否 か の 判 定 を 行 う 。 い ま の 例 で は 、 ま ず 「 場 所 」
と 「 方 向 」 と 「 移 動 」 の 概 念 の 可 否 の 判 定 を 行 い 、 そ の 後 に 「 人 物 」 と 「 移 動 」 と い う 概
念 の 組 み 合 わ せ の 可 否 の 判 定 を 行 う 。 判 定 方 法 は こ の 方 法 に 限 ら れ ず 、 各 形 態 素 の 概 念 の
組 み 合 わ せ の 可 否 を 一 度 に 判 定 し た り 、 述 語 部 に お け る 各 要 素 の 概 念 の 組 み 合 わ せ の 可 否
の み を 判 定 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 各 概 念 の 組 み 合 わ せ が 可 能 で あ る と 判 断 さ れ る と 、 素 材 選 択 部 及 び デ ー タ 加 工 部 が 以 下
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の よ う な 手 順 で 出 力 用 デ ー タ を 生 成 す る 。
（ １ ） 素 材 選 択 部 が 、 先 に 抽 出 さ れ た 形 態 素 の う ち 、 名 詞 に 対 応 す る 説 明 用 素 材 デ ー タ を
選 択 す る 。 こ こ で は 、 素 材 辞 書 に よ り 、 「 私 」 と い う 名 詞 に 対 し て 、 人 物 が 写 っ た 画 像 が
関 連 づ け ら れ 、 「 学 校 」 と い う 名 詞 に 対 し て 、 学 校 が 写 っ た 画 像 が 関 連 づ け ら れ て い る も
の と す る 。
（ ２ ） デ ー タ 加 工 部 が 、 先 に 抽 出 さ れ た 述 語 に 対 応 す る 素 材 加 工 方 法 を 選 択 す る 。 こ こ で
は 、 生 成 辞 書 に よ り 、 「 行 く 」 と い う 述 語 に 対 し て 、 「 主 語 に 対 応 す る 画 像 を 、 画 面 上 の
所 定 の 位 置 か ら 対 象 と な る 画 像 に 向 か っ て 移 動 さ せ る 」 と い う 方 法 が 関 連 づ け ら れ て い る
も の と す る 。
（ ３ ） デ ー タ 加 工 部 が 、 手 順 １ で 選 択 し た 説 明 用 素 材 デ ー タ （ 人 物 の 画 像 及 び 学 校 の 画 像
） に 対 し て 手 順 ２ で 選 択 し た 素 材 加 工 方 法 を 適 用 す る こ と に よ り 、 出 力 用 デ ー タ （ 人 物 の
画 像 が 画 面 上 の 所 定 の 位 置 か ら 学 校 の 画 像 へ 向 か っ て 移 動 す る ） を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 の よ う に し て 生 成 さ れ た 出 力 用 デ ー タ が 、 そ の デ ー タ の 形 式 に 対 応 す る 出 力 デ バ イ
ス を 通 じ て 出 力 さ れ る 。 例 え ば 、 出 力 用 デ ー タ が 動 画 や 画 像 で あ れ ば そ れ が 画 面 に 表 示 さ
れ る 。 ま た 、 出 力 用 デ ー タ が 音 声 で あ れ ば 、 そ れ が ス ピ ー カ を 通 じ て 再 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 文 に 含 ま れ る 形 容 詞 や 副 詞 等 の 形 態 素 が 、 量 的 比 較 が 可 能 な 概 念 に 属 す る 場 合 は 、 上 述
し た 文 字 列 に お け る 場 合 と 同 様 に 、 そ の 概 念 に 相 当 す る 表 現 要 素 の み 異 な る ２ 種 類 の デ ー
タ を 生 成 し 、 そ れ ら を 相 互 に 比 較 可 能 な 形 態 で 出 力 す る こ と も で き る 。 こ の こ と に よ り 、
出 力 用 デ ー タ の 意 味 を よ り 明 確 に 表 現 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 の 両 例 に お い て 、 素 材 辞 書 に よ り 、 同 一 の 名 詞 に 対 し て 複 数 の 説 明 用 素 材 デ ー タ を
関 連 づ け て も よ い 。 こ の 場 合 、 素 材 選 択 部 は 、 所 定 の 規 則 に 従 っ て い ず れ か の 説 明 用 素 材
デ ー タ を 選 択 す る か 、 あ る い は 、 ユ ー ザ に い ず れ か の 説 明 用 素 材 デ ー タ を 選 択 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 の 両 例 に お い て 、 生 成 辞 書 に よ り 、 同 一 の 修 飾 句 又 は 述 語 に 対 し て 複 数 の 素 材 加 工
方 法 を 関 連 づ け て も よ い 。 こ の 場 合 、 デ ー タ 加 工 部 は 、 所 定 の 規 則 に 従 っ て い ず れ か の 素
材 加 工 方 法 を 選 択 す る か 、 あ る い は 、 ユ ー ザ に い ず れ か の 素 材 加 工 方 法 を 選 択 さ せ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 で は 、 文 字 列 を 画 像 や 音 声 等 の マ ル チ メ デ ィ ア 情 報 に 変 換 す る 際
に 、 名 詞 だ け で な く そ の 名 詞 を 修 飾 す る 修 飾 句 ま で 考 慮 し て 出 力 用 デ ー タ を 生 成 す る こ と
に よ り 、 高 い 表 現 力 が 得 ら れ る 。 ま た 、 文 を 動 画 や 画 像 等 の マ ル チ メ デ ィ ア 情 報 に 変 換 す
る 際 に も 、 述 語 句 の 構 成 を 考 慮 し て 出 力 用 デ ー タ を 生 成 す る こ と に よ り 、 高 い 表 現 力 が 得
ら れ る 。 ま た 、 本 発 明 で は 、 名 詞 に 対 応 す る 説 明 用 素 材 デ ー タ を 文 字 列 の 場 合 は 修 飾 句 、
文 の 場 合 は 述 語 に 対 応 す る 素 材 加 工 方 法 で 加 工 す る こ と に よ り 出 力 用 デ ー タ を 生 成 す る 。
こ の 方 法 に よ れ ば 、 少 な い デ ー タ 量 で 多 様 な 表 現 が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 情 報 変 換 装 置 の 一 実 施 形 態 の 概 略 構 成 を 図 １ に 示 す 。 本 実 施 形 態 の 情 報 変
換 装 置 １ （ 以 下 、 本 装 置 １ と 呼 ぶ ） は 、 ユ ー ザ が コ マ ン ド や 文 字 列 等 を 入 力 す る た め の 入
力 部 １ ０ 、 入 力 さ れ た 文 字 列 を 所 定 の 方 法 で 処 理 す る デ ー タ 処 理 部 １ ２ 、 文 字 、 画 像 及 び
動 画 等 を 用 い て 視 覚 的 に 情 報 を 出 力 す る た め の 表 示 部 １ ４ 、 音 声 を 用 い て 聴 覚 的 に 情 報 を
出 力 す る た め の 音 声 出 力 部 １ ６ 、 及 び 、 デ ー タ 処 理 で 用 い ら れ る 情 報 や 、 デ ー タ 処 理 に よ
り 生 成 さ れ た 情 報 を 保 存 す る た め の デ ー タ 保 存 部 １ ８ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 デ ー タ 保 存 部 １ ８ に は 、 名 詞 又 は 修 飾 句 と 概 念 と を 関 連 づ け た 概 念 辞 書 ２ ０ 、 概 念 間 の
組 み 合 わ せ の 可 否 を 定 義 し た 組 み 合 わ せ 辞 書 ２ ２ 、 名 詞 概 念 又 は 修 飾 句 概 念 と 説 明 用 素 材
の メ デ ィ ア タ イ プ と を 関 連 づ け た メ デ ィ ア 関 連 辞 書 ２ ４ 、 名 詞 と 説 明 用 素 材 デ ー タ と を 関
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連 づ け た 素 材 辞 書 ２ ６ 、 及 び 、 修 飾 句 と 素 材 加 工 方 法 と を 関 連 づ け た 生 成 辞 書 ２ ８ が 保 存
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 デ ー タ 処 理 部 １ ２ は 、 形 態 素 解 析 部 ３ ０ 、 概 念 解 析 部 ３ ２ 、 メ デ ィ ア 選 択 部 ３ ４ 、 素 材
選 択 部 ３ ６ 、 デ ー タ 加 工 部 ３ ８ 及 び モ ー ド 切 換 部 ３ ９ を 含 む 。 こ れ ら は い ず れ も 所 定 の プ
ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と に よ り ソ フ ト ウ ェ ア 的 に 構 成 さ れ る 機 能 部 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 形 態 素 解 析 部 ３ ０ は 、 入 力 部 １ ０ を 通 じ て 入 力 さ れ た 文 字 列 を 所 定 の 規 則 に 従 っ て 形 態
素 に 分 割 し 、 そ の 中 か ら 名 詞 と そ の 名 詞 を 修 飾 す る 修 飾 句 と の 組 み 合 わ せ を 抽 出 す る 。 形
態 素 解 析 部 ３ ０ に よ り 抽 出 さ れ た 名 詞 及 び 修 飾 句 を 以 下 で は 抽 出 名 詞 及 び 抽 出 修 飾 句 と 呼
ぶ 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 概 念 解 析 部 ３ ２ は 、 概 念 辞 書 ２ ０ を 用 い て 、 抽 出 名 詞 及 び 抽 出 修 飾 句 が そ れ ぞ れ ど の よ
う な 概 念 に 該 当 す る も の で あ る か を 調 べ る 。 本 装 置 １ の 概 念 辞 書 ２ ０ の 一 部 を 図 ５ に 示 す
。 さ ら に 、 概 念 解 析 部 ３ ２ は 、 組 み 合 わ せ 辞 書 ２ ２ を 用 い て 、 抽 出 名 詞 に 対 応 す る 概 念 と
抽 出 修 飾 句 に 対 応 す る 概 念 と が 組 み 合 わ せ 可 能 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 本 装 置 １ の 組 み
合 わ せ 辞 書 ２ ２ の 一 部 を 図 ６ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 メ デ ィ ア 選 択 部 ３ ４ は 、 メ デ ィ ア 関 連 辞 書 ２ ４ を 用 い て 、 抽 出 名 詞 及 び 抽 出 修 飾 句 に 対
応 す る 概 念 を 表 現 す る た め に 利 用 可 能 な 出 力 用 デ ー タ の メ デ ィ ア タ イ プ を 選 択 す る 。 本 装
置 １ の メ デ ィ ア 関 連 辞 書 ２ ４ の 一 部 を 図 ７ に 示 す 。 本 装 置 １ で は 、 「 画 像 」 、 「 動 画 」 及
び 「 音 声 」 の 中 か ら メ デ ィ ア タ イ プ を 選 択 す る 。 メ デ ィ ア 選 択 部 ３ ４ に よ り 選 択 さ れ た メ
デ ィ ア タ イ プ を 以 下 で は 選 択 メ デ ィ ア タ イ プ と 呼 ぶ 。 な お 、 本 装 置 １ に は 、 メ デ ィ ア タ イ
プ の 選 択 を 自 動 的 に 行 う 自 動 モ ー ド と 、 ユ ー ザ に メ デ ィ ア タ イ プ を 選 択 さ せ る 手 動 モ ー ド
と の 間 で モ ー ド を 切 り 換 え る こ と が 可 能 で あ る 。 モ ー ド 切 り 換 え は 、 ユ ー ザ が 入 力 部 １ ０
を 所 定 の 方 法 で 操 作 す る こ と に よ り 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 素 材 選 択 部 ３ ６ は 、 素 材 辞 書 ２ ６ を 用 い て 、 抽 出 名 詞 に 対 応 す る 説 明 用 素 材 デ ー タ の 中
か ら 選 択 メ デ ィ ア タ イ プ の デ ー タ を 選 択 す る 。 素 材 辞 書 ２ ６ に は 、 名 詞 毎 に 、 利 用 可 能 な
メ デ ィ ア タ イ プ の 説 明 用 素 材 デ ー タ が 保 存 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 デ ー タ 加 工 部 ３ ８ は 、 抽 出 修 飾 句 に 対 応 す る 素 材 加 工 方 法 の 中 か ら 前 記 選 択 メ デ ィ ア タ
イ プ に 対 応 す る 方 法 を 特 定 し 、 そ の 方 法 で 前 記 説 明 用 素 材 デ ー タ を 加 工 す る こ と に よ り 、
出 力 用 デ ー タ を 生 成 す る 。 抽 出 修 飾 句 に 対 応 す る 素 材 加 工 方 法 は 生 成 辞 書 ２ ８ で 定 義 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 情 報 変 換 装 置 の 他 の 実 施 形 態 の 概 略 構 成 を 図 ２ に 示 す 。 こ の 装 置 で は 、 主
語 と 述 語 を 有 す る 文 を 扱 う こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 の 情 報 変 換 装 置 ２ （ 以 下 、 本 装 置 ２
と 呼 ぶ ） は 、 ユ ー ザ が コ マ ン ド や 文 等 を 入 力 す る た め の 入 力 部 １ ０ 、 入 力 さ れ た 文 字 列 を
所 定 の 方 法 で 処 理 す る デ ー タ 処 理 部 １ ３ 、 文 字 、 画 像 及 び 動 画 等 を 用 い て 視 覚 的 に 情 報 を
出 力 す る た め の 表 示 部 １ ４ 、 音 声 を 用 い て 聴 覚 的 に 情 報 を 出 力 す る た め の 音 声 出 力 部 １ ６
、 及 び 、 デ ー タ 処 理 で 用 い ら れ る 情 報 や 、 デ ー タ 処 理 に よ り 生 成 さ れ た 情 報 を 保 存 す る た
め の デ ー タ 保 存 部 １ ９ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 デ ー タ 保 存 部 １ ９ に は 、 文 を 構 成 す る 各 形 態 素 と 概 念 と を 関 連 づ け た 概 念 辞 書 ２ １ 、 概
念 間 の 組 み 合 わ せ の 可 否 を 定 義 し た 組 み 合 わ せ 辞 書 ２ ３ 、 文 の 各 形 態 素 の 概 念 と 説 明 用 素
材 の メ デ ィ ア タ イ プ と を 関 連 づ け た メ デ ィ ア 関 連 辞 書 ２ ５ 、 名 詞 と 説 明 用 素 材 デ ー タ と を
関 連 づ け た 素 材 辞 書 ２ ６ 、 及 び 、 名 詞 を 除 く 各 形 態 素 と 素 材 加 工 方 法 と を 関 連 づ け た 生 成
辞 書 ２ ９ が 保 存 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
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　 デ ー タ 処 理 部 １ ３ は 、 前 記 情 報 変 換 装 置 １ の デ ー タ 処 理 部 １ ２ に 対 し て 、 構 文 解 析 部 ３
１ が 付 加 さ れ た 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 形 態 素 解 析 部 ３ ０ は 、 入 力 部 １ ０ を 通 じ て 入 力 さ れ た 文 を 所 定 の 規 則 に 従 っ て 形 態 素 に
分 割 す る 。 そ し て 構 文 解 析 部 ３ １ は 、 前 記 形 態 素 解 析 部 ３ ０ に よ っ て 分 割 さ れ た 形 態 素 に
基 づ き 文 の 構 造 を 解 析 し 、 主 語 、 述 語 、 及 び 各 述 語 修 飾 語 を 抽 出 す る 。 構 文 解 析 部 ３ １ に
よ り 抽 出 さ れ た 主 語 、 述 語 、 及 び 述 語 修 飾 語 を 以 下 で は 抽 出 主 語 、 抽 出 述 語 、 及 び 抽 出 述
語 修 飾 語 （ 抽 出 述 語 修 飾 名 詞 、 抽 出 述 語 修 飾 助 詞 、 抽 出 述 語 修 飾 副 詞 等 ） と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 概 念 解 析 部 ３ ２ は 、 概 念 辞 書 ２ １ （ 図 示 せ ず ） を 用 い て 、 抽 出 主 語 、 抽 出 述 語 、 及 び 各
抽 出 述 語 修 飾 語 の そ れ ぞ れ が 、 ど の よ う な 概 念 に 該 当 す る も の で あ る か を 調 べ る 。 さ ら に
、 概 念 解 析 部 ３ ２ は 、 組 み 合 わ せ 辞 書 ２ ３ （ 図 示 せ ず ） を 用 い て 、 こ れ ら そ れ ぞ れ に 対 応
す る 概 念 が 組 み 合 わ せ 可 能 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 メ デ ィ ア 選 択 部 ３ ４ は 、 図 示 せ ぬ メ デ ィ ア 関 連 辞 書 ２ ５ （ 図 示 せ ず ） を 用 い て 、 抽 出 主
語 、 抽 出 述 語 、 及 び 各 抽 出 述 語 修 飾 語 に 対 応 す る 概 念 を 表 現 す る た め に 利 用 可 能 な 出 力 用
デ ー タ の メ デ ィ ア タ イ プ を 選 択 す る 。 本 装 置 ２ で は 、 前 記 装 置 １ と 同 様 に 、 「 画 像 」 、 「
動 画 」 及 び 「 音 声 」 の 中 か ら 自 動 的 に メ デ ィ ア タ イ プ を 選 択 す る 自 動 モ ー ド と 、 ユ ー ザ が
入 力 部 １ ０ を 所 定 の 方 法 で 操 作 す る こ と に よ り メ デ ィ ア タ イ プ を 選 択 す る 手 動 モ ー ド と の
間 で モ ー ド を 切 り 換 え る こ と が 可 能 で あ る 。 自 動 モ ー ド の 場 合 、 抽 出 述 語 が 動 詞 で あ れ ば
メ デ ィ ア タ イ プ は 動 画 が 選 択 さ れ 、 抽 出 述 語 が 形 容 詞 、 形 容 動 詞 又 は 名 詞 で あ れ ば 、 メ デ
ィ ア タ イ プ は 画 像 が 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 素 材 選 択 部 ３ ６ は 、 素 材 辞 書 ２ ７ を 用 い て 、 抽 出 述 語 に 対 応 す る メ デ ィ ア タ イ プ に お い
て 、 抽 出 主 語 及 び 抽 出 述 語 修 飾 名 詞 に 対 応 す る 説 明 用 素 材 を そ れ ぞ れ 選 択 す る 。 素 材 辞 書
２ ７ に は 、 名 詞 毎 に 、 利 用 可 能 な メ デ ィ ア タ イ プ の 説 明 用 素 材 デ ー タ が 保 存 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 デ ー タ 加 工 部 ３ ８ は 、 抽 出 述 語 に 対 応 す る 素 材 加 工 方 法 の 中 か ら 前 記 選 択 メ デ ィ ア タ イ
プ に 対 応 す る 方 法 を 特 定 し 、 そ の 方 法 で 前 記 説 明 用 素 材 デ ー タ を 加 工 す る こ と に よ り 、 出
力 用 デ ー タ を 生 成 す る 。 抽 出 述 語 に 対 応 す る 素 材 加 工 方 法 は 生 成 辞 書 ２ ９ で 定 義 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 メ デ ィ ア タ イ プ が 動 画 の 場 合 、 前 記 説 明 用 素 材 デ ー タ は 画 像 で あ っ て 、 そ の 画 像 が 述 語
に 対 応 し た 所 定 の 動 作 を 表 現 す る よ う に デ ー タ 加 工 部 ３ ８ が 動 画 加 工 す る こ と に よ り 出 力
用 デ ー タ を 生 成 し て も よ い し 、 前 記 説 明 用 素 材 デ ー タ 自 体 が 動 画 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 装 置 １ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ に 本 装 置 １ に よ る 処 理 全 体 の フ ロ ー チ ャ ー ト を
示 す 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま ず 、 ユ ー ザ が 入 力 部 １ ０ を 操 作 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ） 、 モ ー ド 切 換 部 ３ ９ が 、 そ
の 操 作 が モ ー ド 切 り 換 え 操 作 で あ る か ど う か を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ） 、 そ の 操 作 が モ
ー ド 切 り 換 え 操 作 で あ れ ば 、 装 置 の 動 作 モ ー ド を ユ ー ザ に よ り 選 択 さ れ た モ ー ド （ 手 動 モ
ー ド 又 は 自 動 モ ー ド ） に 設 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ） 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 一 方 、 ユ ー ザ が 文 字 列 を 入 力 し た 場 合 、 本 装 置 １ は 以 下 の よ う な 処 理 を 実 行 す る 。 こ こ
で も 、 先 と 同 様 に 「 高 い ビ ル 」 と い う 文 字 列 を 例 に と っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま ず 、 形 態 素 解 析 部 ３ ０ が 入 力 文 字 列 の 形 態 素 解 析 を 実 行 し 、 そ の 中 か ら 「 高 い 」 と い
う 修 飾 句 と 「 ビ ル 」 と い う 名 詞 を 抽 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ） 。 以 下 、 「 ビ ル 」 が 抽 出 名
詞 と な り 、 「 高 い 」 が 抽 出 修 飾 句 と な る 。
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【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 概 念 解 析 部 ３ ２ が 、 概 念 辞 書 ２ ０ を 参 照 し 、 抽 出 名 詞 に 対 応 す る 概 念 及 び 抽 出 飾
句 に 対 応 す る 概 念 を そ れ ぞ れ 特 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ） 。 概 念 辞 書 ２ ０ （ 図 ５ ） を 見 る
と 、 「 ビ ル 」 と い う 名 詞 が 「 建 物 」 と い う 概 念 に 該 当 し 、 「 高 い 」 と い う 修 飾 句 が 「 高 低
比 較 」 と い う 概 念 に 該 当 す る こ と が 定 義 さ れ て い る 。 な お 、 抽 出 名 詞 及 び 抽 出 修 飾 句 が 概
念 辞 書 ２ ０ に 登 録 さ れ て い な い 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ８ で 「 Ｎ ｏ 」 ） 、 概 念 解 析 部 ３ ２ は 、
そ の こ と を ユ ー ザ に 告 知 す る エ ラ ー メ ッ セ ー ジ を 出 力 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ） 、 処 理 を 終 了
す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 抽 出 名 詞 及 び 修 飾 句 が い ず れ も 概 念 辞 書 ２ ０ に 登 録 さ れ て い る 場 合 、 概 念 解 析 部 ３ ２ は
、 組 み 合 わ せ 辞 書 ２ ２ を 参 照 し 、 先 に 特 定 さ れ た ２ つ の 概 念 （ す な わ ち 、 い ま の 例 で は 「
建 物 」 及 び 「 高 低 」 「 比 較 」 ） の 組 み 合 わ せ が 可 能 で あ る か 否 か を 検 査 す る （ ス テ ッ プ Ｓ
２ ０ ） 。 組 み 合 わ せ 辞 書 ２ ２ （ 図 ６ ） を 見 る と 、 「 建 物 」 と 「 高 低 比 較 」 の 組 み 合 わ せ が
可 能 で あ る と 定 義 さ れ て い る 。 な お 、 ２ つ の 概 念 が 組 み 合 わ せ 不 可 能 で あ る 場 合 （ ス テ ッ
プ Ｓ ２ ０ で 「 Ｎ ｏ 」 ） 、 概 念 解 析 部 ３ ２ は 、 そ の こ と を ユ ー ザ に 告 知 す る エ ラ ー メ ッ セ ー
ジ を 出 力 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ） 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ２ つ の 概 念 の 組 み 合 わ せ が 可 能 で あ る と 判 定 さ れ た ら 、 メ デ ィ ア 選 択 部 ３ ４ が 、 メ デ ィ
ア 関 連 辞 書 ２ ４ を 参 照 し 、 抽 出 名 詞 の 概 念 及 び 抽 出 修 飾 句 の 概 念 に 対 応 す る メ デ ィ ア タ イ
プ の 中 か ら い ず れ か の メ デ ィ ア タ イ プ を 選 択 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ） 。 対 応 す る メ デ ィ ア
タ イ プ が １ つ し か な い 場 合 、 そ の メ デ ィ ア タ イ プ が 自 動 的 に 選 択 さ れ る 。 ２ 以 上 の メ デ ィ
ア タ イ プ が 存 在 す る 場 合 、 メ デ ィ ア 選 択 部 ３ ４ は 動 作 モ ー ド に 応 じ て 異 な る 処 理 を 行 う 。
す な わ ち 、 自 動 モ ー ド の 場 合 、 メ デ ィ ア 選 択 部 ３ ４ は 、 予 め 設 定 さ れ た 優 先 順 位 が 最 も 高
い メ デ ィ ア タ イ プ を 自 動 的 に 選 択 す る 。 一 方 、 手 動 モ ー ド の 場 合 、 メ デ ィ ア 選 択 部 ３ ４ は
、 対 応 す る メ デ ィ ア タ イ プ の 一 覧 （ 図 示 せ ず ） を 表 示 し 、 ユ ー ザ に い ず れ か の メ デ ィ ア タ
イ プ を 選 択 さ せ る 。 こ こ で は 、 メ デ ィ ア タ イ プ 「 画 像 」 が 選 択 さ れ た も の と す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 メ デ ィ ア タ イ プ が 選 択 さ れ た ら 、 デ ー タ 加 工 部 ３ ８ が デ ー タ 生 成 処 理 を 実 行 す る （ ス テ
ッ プ Ｓ ２ ４ ） 。 「 高 い ビ ル 」 を 表 現 す る 画 像 の 生 成 手 順 を 図 ８ （ Ａ ） に 示 す 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま ず 、 素 材 選 択 部 ３ ６ が 、 素 材 辞 書 ２ ６ を 参 照 し 、 抽 出 名 詞 に 対 応 す る 説 明 用 素 材 デ ー
タ の 中 か ら 、 選 択 メ デ ィ ア タ イ プ の デ ー タ を 選 択 す る 。 い ま の 例 で は 、 抽 出 名 詞 が 「 ビ ル
」 、 選 択 メ デ ィ ア タ イ プ が 「 画 像 」 で あ る か ら 、 ビ ル の 画 像 ６ ０ が 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 説 明 用 素 材 デ ー タ が 選 択 さ れ た ら 、 デ ー タ 加 工 部 ３ ８ が 、 生 成 辞 書 ２ ８ を 参 照 し 、 抽 出
修 飾 句 に 対 応 す る 素 材 加 工 方 法 の 中 か ら 選 択 メ デ ィ ア タ イ プ に 対 応 す る 方 法 を 選 択 し 、 そ
の 方 法 で 前 記 説 明 用 素 材 デ ー タ を 加 工 す る こ と に よ り 出 力 用 デ ー タ を 生 成 し （ ス テ ッ プ Ｓ
２ ４ ） 、 そ の デ ー タ を 表 示 部 １ ４ や 音 声 出 力 部 １ ６ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ ） 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 出 力 用 デ ー タ の 生 成 手 順 の 例 に つ い て 説 明 す る 。 い ま の 例 で は 、 説 明 用 素 材 デ ー タ が 「
ビ ル の 画 像 」 、 選 択 メ デ ィ ア タ イ プ が 「 画 像 」 、 抽 出 修 飾 句 が 「 高 い 」 で あ る 。 こ の 場 合
、 デ ー タ 加 工 部 ３ ８ は 以 下 の よ う な 処 理 を 実 行 す る 。
（ １ ） 「 高 い 」 と い う 概 念 を 「 画 像 」 で 表 現 す る た め の 素 材 加 工 方 法 を 生 成 辞 書 ２ ８ か ら
読 み 出 す 。 こ こ で は 、 背 の 高 い 物 体 を 表 示 す る た め の 第 １ 画 像 領 域 ６ １ １ と 、 背 の 低 い 物
体 を 表 示 す る た め の 第 ２ 画 像 領 域 ６ １ ２ が 設 け ら れ た 基 本 画 像 ６ １ を 用 い る 方 法 が 指 定 さ
れ て い る も の と す る 。 こ の 基 本 画 像 ６ ０ に は 、 第 １ 画 像 領 域 ６ １ １ を 指 示 す る 矢 印 ６ １ ３
が 描 か れ て い る 。
（ ２ ） ビ ル 画 像 ６ ０ の 縦 サ イ ズ を 大 き く す る こ と に よ り 、 高 い ビ ル が 写 っ た 画 像 （ 以 下 、
第 １ 画 像 ６ ０ １ ） を 生 成 す る 。
（ ３ ） ビ ル 画 像 ６ ０ の 縦 サ イ ズ を 小 さ く す る こ と に よ り 、 低 い ビ ル が 写 っ た 画 像 （ 以 下 、
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第 ２ 画 像 ６ ０ ２ ） を 生 成 す る 。
（ ４ ） 基 本 画 像 の 第 １ 画 像 領 域 ６ １ １ 及 び 第 ２ 画 像 領 域 ６ １ ２ に 第 １ 画 像 ６ ０ １ 及 び 第 ２
画 像 ６ ０ ２ を そ れ ぞ れ 嵌 め 込 み 合 成 す る こ と に よ り 、 出 力 用 画 像 ６ ２ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 上 記 の 例 に お い て 、 入 力 文 字 列 が 「 高 い 塔 」 で あ れ ば 、 同 一 の 塔 の 画 像 か ら 高 い 塔 の 画
像 と 低 い 塔 の 画 像 を 生 成 し 、 そ れ ら を 基 本 画 像 に 合 成 す る こ と に よ り 出 力 用 画 像 が 生 成 さ
れ る 。 他 の 物 体 で も 同 様 で あ る 。 ま た 、 入 力 文 字 列 が 「 低 い ビ ル 」 や 「 低 い 塔 」 で あ れ ば
、 第 １ 画 像 領 域 で は な く 第 ２ 画 像 領 域 を 指 示 す る 矢 印 を 含 む 基 本 画 像 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 「 高 低 」 の よ う に 、 ２ 種 類 の 画 像 を 生 成 し て 基 本 画 像 に 嵌 め 込 み 合 成 す る こ と に よ り 表
現 可 能 な 概 念 の 例 と し て は 、 「 大 小 」 「 広 狭 」 「 太 細 」 「 長 短 」 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 上 記 の 他 に も 、 概 念 （ あ る い は 修 飾 句 ） に 応 じ て 様 々 な 表 現 方 法 が 考 え ら れ る 。 ま た 、
使 用 す る メ デ ィ ア タ イ プ も 画 像 に 限 ら れ ず 、 動 画 や 音 声 を 適 宜 利 用 す る こ と が で き る 。 以
下 に い く つ か の 例 を 示 す 。
・ 重 さ （ 重 い ／ 軽 い ） ： 重 い 物 体 と 軽 い 物 体 を 載 せ た 天 秤 の 画 像 を 表 示 し 、 い ず れ か 一 方
の 物 体 を 矢 印 で 指 示 す る 。
・ 明 度 （ 明 る い ／ 暗 い ） ： 同 じ 物 体 の 明 る い 画 像 と 暗 い 画 像 を 並 べ て 表 示 し 、 い ず れ か 一
方 の 物 体 を 矢 印 で 指 示 す る 。
・ 速 度 （ 速 い ／ 遅 い ） ： 高 速 で 動 く 物 体 と 低 速 で 動 く 物 体 を 動 画 で 同 時 に 表 示 し 、 い ず れ
か 一 方 の 物 体 を 矢 印 で 指 示 す る 。
・ 音 の 高 低 （ 高 い ／ 低 い ） ： 低 い 音 の 音 符 と 高 い 音 の 音 符 を 書 き 込 ん だ 楽 譜 を 表 示 し 、 い
ず れ か 一 方 の 音 符 を 矢 印 で 指 示 す る 。 こ れ と 合 わ せ て 、 高 い 音 と 低 い 音 を 実 際 に 出 力 し て
も よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 ２ 種 類 の 画 像 を 用 い る の で は な く 、 入 力 文 字 列 の 意 味 す る も の を 直 接 画 像 で 表 現
で き る 場 合 も あ る 。 例 と し て 、 「 丸 い 机 」 を 表 現 す る 画 像 の 生 成 手 順 を 図 ８ （ Ｂ ） に 示 す
。 こ の 例 で は 、 ま ず 、 素 材 辞 書 ２ ６ に 基 づ き 、 名 詞 「 机 」 に 対 応 す る 説 明 用 素 材 ７ ０ を 選
択 す る 。 こ の 説 明 用 素 材 ７ ０ は 、 天 板 と ４ 本 の 脚 を 有 す る 線 画 を 描 く た め の 描 画 命 令 列 で
あ り 、 天 板 の 形 状 を 「 四 角 」 「 円 形 」 等 の 値 で 設 定 す る こ と が で き る 。 次 に 、 生 成 辞 書 ２
８ に 基 づ き 、 「 丸 い 」 に 対 応 す る 素 材 加 工 方 法 を 選 択 す る 。 こ こ で は 、 「 形 状 設 定 ＝ 円 形
」 と い う 描 画 命 令 の 形 で 素 材 加 工 方 法 が 指 定 さ れ て い る 。 最 後 に 、 説 明 用 素 材 ７ ０ に 前 記
描 画 命 令 を 適 用 す る と 、 円 形 の 天 板 を 有 す る 机 の 画 像 ７ １ が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 以 上 の 説 明 で は 、 「 高 い ビ ル 」 や 「 丸 い 机 」 と い っ た 簡 単 な 文 字 列 が 入 力 さ れ る も の と
し た が 、 複 数 の 名 詞 を 含 む 長 い 文 字 列 が 入 力 さ れ た 場 合 は 、 形 態 素 解 析 に よ り 名 詞 と 修 飾
句 の 組 み 合 わ せ を 順 次 抽 出 し な が ら 、 そ れ ぞ れ の 名 詞 及 び 修 飾 句 の 組 に 対 し て 上 記 の よ う
な 処 理 を 実 行 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 次 に 、 本 装 置 ２ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ に 本 装 置 ２ に よ る 処 理 全 体 の フ ロ ー チ ャ
ー ト を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま ず 、 ユ ー ザ が 入 力 部 １ ０ を 操 作 す る と （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ） 、 モ ー ド 切 替 部 ３ ９ が 、 そ
の 操 作 が モ ー ド 切 り 換 え 操 作 で あ る か ど う か を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ） 、 そ の 操 作 が モ
ー ド 切 り 換 え 操 作 で あ れ ば 、 装 置 の 動 作 モ ー ド を ユ ー ザ に よ り 選 択 さ れ た モ ー ド （ 手 動 モ
ー ド 又 は 自 動 モ ー ド ） に 設 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ） 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 一 方 、 ユ ー ザ が 文 を 入 力 し た 場 合 、 本 装 置 ２ は 以 下 の よ う な 処 理 を 実 行 す る 。 こ こ で は
、 先 と 同 様 に 「 私 は 学 校 へ 行 く 。 」 と い う 文 を 例 に と っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
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　 ま ず 、 形 態 素 解 析 部 ３ ０ が 入 力 文 の 形 態 素 解 析 を 実 行 し 、 そ の 中 か ら 「 私 」 と い う 名 詞
、 「 は 」 と い う 助 詞 、 「 学 校 」 と い う 名 詞 、 「 へ 」 と い う 助 詞 、 「 行 く 」 と い う 動 詞 を 抽
出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ ） 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 構 文 解 析 部 ３ １ が 、 前 記 形 態 素 解 析 に 基 づ き 構 文 解 析 を 実 行 し 、 主 語 、 述 語 、 及 び 各 述
語 修 飾 語 を 特 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ ） 。 以 下 、 「 私 」 が 抽 出 主 語 、 「 学 校 」 が 抽 出 述 語
修 飾 名 詞 、 「 へ 」 が 抽 出 述 語 修 飾 助 詞 、 「 行 く 」 が 抽 出 述 語 と な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 次 に 、 概 念 解 析 部 ３ ２ が 、 概 念 辞 書 ２ １ を 参 照 し 、 抽 出 主 語 、 抽 出 述 語 、 及 び 各 抽 出 述
語 修 飾 語 に 対 応 す る 概 念 を そ れ ぞ れ 特 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ ） 。 図 示 せ ぬ 概 念 辞 書 ２ １
に よ っ て 、 「 私 」 と い う 名 詞 が 「 人 物 」 と い う 概 念 に 該 当 し 、 「 学 校 」 と い う 名 詞 が 「 場
所 」 と い う 概 念 に 、 「 へ 」 と い う 助 詞 が 「 方 向 」 と い う 概 念 に 、 「 行 く 」 と い う 動 詞 が 「
移 動 」 と い う 概 念 に 該 当 す る こ と が 定 義 さ れ て い る 。 こ れ ら の 抽 出 主 語 、 抽 出 述 語 、 各 抽
出 述 語 修 飾 語 が 概 念 辞 書 ２ １ に 登 録 さ れ て い な い 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ で 「 Ｎ ｏ 」 ） 、 概
念 解 析 部 ３ ２ は 、 そ の こ と を ユ ー ザ ー に 告 知 す る エ ラ ー メ ッ セ ー ジ を 出 力 し （ Ｓ ３ ９ ） 、
処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 抽 出 主 語 、 抽 出 述 語 、 及 び 各 抽 出 述 語 修 飾 語 が い ず れ も 概 念 辞 書 ２ １ に 登 録 さ れ て い る
場 合 、 概 念 解 析 部 ３ ２ は 、 組 み 合 わ せ 辞 書 ２ ３ を 参 照 し 、 こ れ ら の 概 念 の 組 み 合 わ せ が 可
能 で あ る か 否 か を 検 査 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ） 。 こ の 検 査 は 、 ま ず 述 語 部 内 の 各 形 態 素 に
対 応 す る 概 念 （ す な わ ち 、 い ま の 例 で は 「 場 所 」 、 「 方 向 」 及 び 「 移 動 」 ） の 組 み 合 わ せ
に つ い て 行 い 、 次 に 主 語 と 述 語 に 対 応 す る 概 念 （ い ま の 例 で は 「 人 物 」 及 び 「 移 動 」 ） の
組 み 合 わ せ に つ い て 行 う 。 概 念 の 組 み 合 わ せ が 不 可 能 で あ る 場 合 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ で 「 Ｎ
ｏ 」 ） 、 概 念 解 析 部 ３ ２ は 、 そ の こ と を ユ ー ザ ー に 告 知 す る エ ラ ー メ ッ セ ー ジ を 出 力 し （
Ｓ ３ ９ ） 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 各 概 念 の 組 み 合 わ せ が 可 能 で あ る と 判 断 さ れ た ら 、 メ デ ィ ア 選 択 部 ３ ４ が 、 メ デ ィ ア 関
連 辞 書 ２ ５ を 参 照 し 、 抽 出 主 語 、 抽 出 述 語 、 及 び 各 抽 出 述 語 修 飾 語 に 対 応 す る 概 念 を 表 現
す る た め に 利 用 可 能 な 出 力 用 デ ー タ の メ デ ィ ア タ イ プ を 選 択 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ ） 。 対
応 す る メ デ ィ ア タ イ プ が １ つ し か な い 場 合 、 そ の メ デ ィ ア タ イ プ が 自 動 的 に 選 択 さ れ る 。
２ 以 上 の メ デ ィ ア タ イ プ が 存 在 す る 場 合 、 メ デ ィ ア 選 択 部 ３ ４ は 動 作 モ ー ド に 応 じ て 異 な
る 処 理 を 行 う 。 す な わ ち 、 自 動 モ ー ド の 場 合 、 メ デ ィ ア 選 択 部 ３ ４ は 、 予 め 設 定 さ れ た 優
先 順 位 が 最 も 高 い メ デ ィ ア タ イ プ を 自 動 的 に 選 択 す る 。 一 方 、 手 動 モ ー ド の 場 合 、 メ デ ィ
ア 選 択 部 ３ ４ は 、 対 応 す る メ デ ィ ア タ イ プ の 一 覧 （ 図 示 せ ず ） を 表 示 し 、 ユ ー ザ に い ず れ
か の メ デ ィ ア タ イ プ を 選 択 さ せ る 。 こ こ で は 、 メ デ ィ ア タ イ プ 「 動 画 」 が 選 択 さ れ た も の
と す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 メ デ ィ ア タ イ プ が 選 択 さ れ た ら 、 デ ー タ 加 工 部 ３ ８ が デ ー タ 生 成 処 理 を 実 行 す る （ ス テ
ッ プ Ｓ ４ ４ ） 。 「 私 は 学 校 へ 行 く 。 」 を 表 現 す る 動 画 の 生 成 手 順 を 図 ９ （ Ａ ） に 示 す 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま ず 、 素 材 選 択 部 ３ ６ が 、 素 材 辞 書 ２ ７ を 参 照 し 、 抽 出 主 語 及 び 抽 出 述 語 修 飾 名 詞 に 対
応 す る 説 明 用 素 材 デ ー タ の 中 か ら 、 選 択 メ デ ィ ア タ イ プ の デ ー タ を 選 択 す る 。 今 の 例 で は
、 前 記 説 明 用 素 材 デ ー タ が 「 私 」 及 び 「 学 校 」 で あ り 、 選 択 メ デ ィ ア タ イ プ が 「 動 画 」 で
あ る か ら 、 私 を 表 す 人 物 の 画 像 ８ ０ 及 び 学 校 の 画 像 ８ ５ が 選 択 さ れ る 。 人 物 の 画 像 ８ ０ が
「 私 」 を 指 し て い る こ と を 明 確 に 示 す た め に 、 人 物 の 画 像 ８ ０ の 近 傍 に 「 私 」 や 、 具 体 的
な 名 前 等 の 文 字 を 表 示 し 、 そ の 文 字 か ら 人 物 の 画 像 ８ ０ を 指 す 矢 印 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 説 明 用 素 材 デ ー タ が 選 択 さ れ た ら 、 デ ー タ 加 工 部 ３ ８ が 、 生 成 辞 書 ２ ９ を 参 照 し 、 抽 出
述 語 に 対 応 す る 素 材 加 工 方 法 の 中 か ら 選 択 メ デ ィ ア タ イ プ に 対 応 す る 方 法 を 選 択 し 、 そ の
方 法 で 前 記 説 明 用 素 材 デ ー タ を 加 工 す る こ と に よ り 出 力 用 デ ー タ を 作 成 し （ ス テ ッ プ Ｓ ４
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４ ） 、 そ の デ ー タ を 表 示 部 １ ４ や 音 声 出 力 部 １ ６ に 出 力 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ６ ） 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 出 力 用 デ ー タ の 生 成 手 順 の 例 に つ い て 説 明 す る 。 い ま の 例 で は 、 説 明 用 素 材 デ ー タ が 「
私 」 及 び 「 学 校 」 、 抽 出 述 語 修 飾 助 詞 が 「 へ 」 、 抽 出 述 語 が 「 行 く 」 で あ る 。 こ の 場 合 、
デ ー タ 加 工 部 ３ ８ は 以 下 の よ う な 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 生 成 辞 書 ２ ９ に 基 づ き 、 「 行 く 」 に 対 応 す る 素 材 加 工 方 法 を 選 択 す る 。 こ こ で は 、 「 私
」 及 び 「 学 校 」 の 各 画 像 を 所 定 の 距 離 を お い て 表 示 し 、 「 へ 」 と い う 抽 出 述 語 修 飾 助 詞 に
係 る 「 学 校 」 の 画 像 ８ ５ に 向 か っ て 、 「 私 」 の 画 像 ８ ０ を 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 出 力 用
動 画 ９ ０ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 本 例 で は 、 メ デ ィ ア タ イ プ と し て 「 動 画 」 が 選 択 さ れ た が 、 メ デ ィ ア タ イ プ と し て 「 画
像 」 が 選 択 さ れ た 場 合 に は 、 「 私 」 及 び 「 学 校 」 の 画 像 を 表 示 し 、 さ ら に 「 私 」 の 画 像 ８
０ か ら 「 学 校 」 の 画 像 ８ ５ に 向 か う 矢 印 を 表 示 す れ ば 、 「 私 は 学 校 へ 行 く 。 」 と い う 文 を
画 像 に よ っ て 表 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 以 上 の 説 明 で は 、 「 私 は 学 校 へ 行 く 。 」 と い う 、 述 語 が 動 詞 で あ り 、 一 つ の 述 語 修 飾 名
詞 及 び 一 つ の 述 語 修 飾 助 詞 か ら な る 述 語 修 飾 語 を 有 し て い る 文 を 例 と し た が 、 述 語 で あ る
動 詞 に 対 し て 、 二 組 の 述 語 修 飾 名 詞 及 び 述 語 修 飾 助 詞 が 係 る 文 の 意 味 す る も の を 、 動 画 等
で 表 現 す る こ と も で き る 場 合 も あ る 。 一 例 と し て 、 「 私 は 家 か ら 学 校 へ 走 る 。 」 と い う 文
を 表 現 す る 動 画 の 生 成 手 順 を 図 ９ （ Ｂ ） に 示 す 。 こ の 例 で は 、 ま ず 、 素 材 辞 書 ２ ７ に 基 づ
き 、 名 詞 で あ る 「 私 」 、 「 家 」 、 「 学 校 」 に 対 応 す る 説 明 用 素 材 ７ ０ を 選 択 す る 。 そ し て
、 生 成 辞 書 ２ ９ に 基 づ き 、 述 語 で あ る 「 走 る 」 に 対 応 す る 素 材 加 工 方 法 を 選 択 す る 。 こ こ
で は 、 主 語 で あ る 「 私 」 を 表 す 人 物 の 画 像 ８ ０ に 対 し 、 走 っ て い る こ と を 表 現 す る た め に
、 前 傾 姿 勢 と し 、 手 足 を 広 げ る 等 の 変 形 を 行 い 、 走 っ て い る 状 態 が 表 現 さ れ た 人 物 ８ １ を
生 成 す る 。 こ こ に お い て 、 走 っ て い る よ う に 手 足 が 動 く 動 画 を 選 択 す る こ と も で き る 。 こ
の よ う に し て 生 成 さ れ た 「 私 」 の 画 像 ８ １ （ ま た は 動 画 ） を 、 「 か ら 」 と い う 抽 出 述 語 修
飾 助 詞 に 係 る 「 家 」 の 画 像 ８ ６ か ら 、 「 へ 」 と い う 抽 出 述 語 修 飾 助 詞 に 係 る 「 学 校 」 の 画
像 ８ ５ に 向 か っ て 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 「 私 は 家 か ら 学 校 へ 走 る 。 」 の 文 の 意 味 を 表 す
出 力 用 動 画 ９ １ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 生 成 辞 書 ２ ９ に 記 載 さ れ る 素 材 加 工 方 法 に は 、 述 語 の み に 基 づ く 素 材 加 工 方 法 に 加 え て
、 そ の 述 語 に 係 る 述 語 修 飾 名 詞 に も 対 応 し た 素 材 加 工 方 法 を 記 載 し て お く こ と も 可 能 で あ
る 。 例 え ば 、 「 私 は カ レ ー ラ イ ス を 食 べ る 。 」 と い う 文 で あ れ ば 、 ま ず 、 「 食 べ る 」 と い
う 述 語 に 対 応 し て 、 主 語 で あ る 人 物 の 画 像 の 口 の 部 分 を 開 閉 さ せ つ つ 、 手 を 対 象 物 （ カ レ
ー ラ イ ス ） の 画 像 と 人 物 の 画 像 の 口 の 部 分 の 付 近 と の 間 で 上 下 さ せ る と い う 動 画 の 生 成 を
行 う 。 一 方 、 「 食 べ る 」 と い う 述 語 に 係 る 「 カ レ ー ラ イ ス 」 と い う 述 語 修 飾 名 詞 に 対 応 し
て 、 ス プ ー ン の 画 像 が 説 明 用 素 材 か ら 選 択 さ れ 、 手 に ス プ ー ン が 保 持 さ れ る よ う に 画 像 を
加 工 す る よ う に す る 。 こ の 時 、 「 食 べ る 」 に 係 る 述 語 修 飾 名 詞 が 「 う ど ん 」 で あ れ ば 箸 が
選 択 さ れ 、 「 パ ス タ 」 で あ れ ば フ ォ ー ク が 選 択 さ れ る 等 の よ う に 、 述 語 修 飾 名 詞 に 対 応 し
た 説 明 用 素 材 を 選 択 し て 加 工 す る 。 こ う す る こ と に よ り 、 生 成 さ れ る 動 画 や 画 像 が よ り 自
然 な も の と な る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 上 記 の 例 の 他 に も 、 文 の 成 り 立 ち に よ り 、 以 下 の よ う な 表 現 方 法 が 考 え ら れ る 。
・ 述 語 が 動 詞 で 、 述 語 修 飾 語 が な い 場 合 ： 主 語 と な る 名 詞 の 画 像 に 対 し て 、 述 語 の 動 作 に
対 応 す る 素 材 加 工 方 法 を 適 用 す る 。 例 え ば 「 馬 が 走 る 。 」 と い う 文 の 場 合 、 こ の 素 材 加 工
方 法 は 、 馬 の 画 像 に 対 し て 、 走 っ て い る こ と を 表 す よ う に 四 肢 を 動 か す 動 画 処 理 命 令 を 与
え る 。
・ 述 語 が 名 詞 の 場 合 ： 主 語 と な る 名 詞 の 画 像 に 対 し て 、 述 語 と な る 名 詞 に 対 応 す る 素 材 加
工 方 法 を 適 用 す る 。 例 え ば 「 私 は コ ッ ク で す 。 」 と い う 文 の 場 合 、 「 私 」 を 表 す 人 物 の 画
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像 に 対 し て 、 コ ッ ク 服 及 び コ ッ ク 帽 の 画 像 を 合 成 す る こ と に よ り 、 出 力 用 画 像 を 生 成 す る
。
・ 述 語 が 形 容 詞 の 場 合 ： 本 発 明 に 係 る 装 置 １ と 同 様 の 処 理 に 置 き 換 え て 適 用 す る 。 例 え ば
「 ビ ル が 高 い 。 」 と い う 主 語 （ 名 詞 ） と 述 語 （ 形 容 詞 ） か ら な る 文 は 、 「 高 い ビ ル 」 と い
う 修 飾 句 と 名 詞 の 組 み 合 わ せ か ら な る 文 字 列 と 同 じ 画 像 、 動 画 、 音 声 等 で 表 現 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 主 語 や 述 語 に 対 し て 複 数 の 修 飾 語 句 が 係 る 長 い 文 が 入 力 さ れ た 場 合 は 、 そ れ ぞ れ の 名 詞
及 び 修 飾 句 の 組 に 対 し て 上 記 の よ う な 処 理 を 実 行 す れ ば よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 以 上 の よ う な 本 発 明 に 係 る 情 報 変 換 装 置 は 、 言 語 情 報 を 動 画 ・ 画 像 ・ 音 声 等 の マ ル チ メ
デ ィ ア 情 報 に 変 換 す る 一 種 の 翻 訳 装 置 と し て 利 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 言 語 に よ
る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を マ ル チ メ デ ィ ア 素 材 で 支 援 す る 参 照 用 デ ー タ ベ ー ス と し て 利 用 す
る こ と も 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 こ の よ う な 情 報 変 換 装 置 を 用 い れ ば 、 地 図 や 図 形 等 を 描 画
す る こ と に よ り 、 道 案 内 装 置 と し て 利 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 情 報 変 換 装 置 の 一 実 施 形 態 の 概 略 構 成 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 情 報 変 換 装 置 の 他 の 実 施 形 態 の 概 略 構 成 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の 装 置 に よ る 処 理 全 体 の フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ４ 】 図 ２ の 装 置 に よ る 処 理 全 体 の フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ５ 】 図 １ の 装 置 の 概 念 辞 書 の 一 部 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 図 １ の 装 置 の 組 み 合 わ せ 辞 書 の 一 部 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 図 １ の 装 置 の メ デ ィ ア 関 連 辞 書 の 一 部 を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 図 ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト の ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ で 実 行 さ れ る デ ー タ 生 成 処 理 の 手 順 例 を
示 す 図 。
【 図 ９ 】 図 ４ の フ ロ ー チ ャ ー ト の ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ で 実 行 さ れ る デ ー タ 生 成 処 理 の 手 順 例 を
示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
１ … 情 報 変 換 装 置
１ ０ … 入 力 部
１ ２ 、 １ ３ … デ ー タ 処 理 部
　 ３ ０ … 形 態 素 解 析 部
　 ３ １ … 構 文 解 析 部
　 ３ ２ … 概 念 解 析 部
　 ３ ４ … メ デ ィ ア 選 択 部
　 ３ ６ … 素 材 選 択 部
　 ３ ８ … デ ー タ 加 工 部
１ ４ … 表 示 部
１ ６ … 音 声 出 力 部
１ ８ 、 １ ９ … デ ー タ 保 存 部
　 ２ ０ 、 ２ １ … 概 念 辞 書
　 ２ ２ 、 ２ ３ … 組 み 合 わ せ 辞 書
　 ２ ４ 、 ２ ５ … メ デ ィ ア 関 連 辞 書
　 ２ ６ 、 ２ ７ … 素 材 辞 書
　 ２ ８ 、 ２ ９ … 生 成 辞 書
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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